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特別損失の計上、業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 
 当社は、平成 21 年３月期決算において特別損失を計上するとともに、最近の業績の動向等を踏まえ、
平成 21 年２月 13 日に公表した業績予想及び配当予想を修正いたしましたので下記のとおりお知らせい
たします。 
 

記 
 

１．特別損失の計上について 
 (1) 減損損失の計上 

当社千葉工場の油脂製品製造設備について、現在の事業環境及び今後の見通しを勘案し、減損損
失３億７千万円を特別損失に計上いたします。 

 
 (2) 投資有価証券評価損 
            単体 連結 

(A) 

 

平成 21 年第４四半期会計期間（平成 21 年１月１日から平成 21

年３月 31 日まで）の投資有価証券評価損の総額（＝イ－ロ） 
302 百万円 302 百万円

  

  

(イ) 

 

平成 21 年３月期（平成 20 年４月１日から平成 21 年３月

31 日まで）の投資有価証券評価損の総額 
 335 百万円   339 百万円 

  

  

  

(ロ) 

 

 

直前四半期（平成 21 年３月期第３四半期）累計期間（平

成 20 年４月１日から平成 20 年 12 月 31 日まで）の投資

有価証券評価損の総額 

 33 百万円   36 百万円 

  ※四半期における投資有価証券の評価方法は、洗替え方式を採用しております。  

  ※当社の決算期末は、３月末日であります。   
        

 ○純資産額・経常利益額・当期純利益額に対する割合   

         単体 連結  

 (B) 平成 20 年３月期末の純資産額  12,314 百万円  13,394 百万円   

    （Ａ／Ｂ×100） 2.5% 2.3%   

    （イ／Ｂ×100） 2.5% 2.3%   

 (C) 平成 20 年３月期の経常利益額  249 百万円  227 百万円    

    （Ａ／Ｃ×100） 121.4% 133.1%   

    （イ／Ｃ×100） 134.6% 148.9%   

 (D) 平成 20 年３月期の当期純利益額  214 百万円  225 百万円    

    （Ａ／Ｄ×100） 141.1% 134.6%   

    （イ／Ｄ×100） 156.5% 150.7%   

  ※経常利益額及び当期純利益額につきましては、最近５事業年度の平均額としております。 
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２．通期業績予想の修正 
(1) 平成 21 年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 

（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 32,600 80 30 10 0 円 27 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 30,700 △720 △670 △1,400 △37 円 54 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △1,900 △800 △700 △1,410 ― 

増 減 率            （％） △5.8 ― ― ― ― 

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年３月期） 

34,094 726 641 641 17 円 06 銭 

   

(2) 平成 21 年３月期通期個別業績予想数値の修正（平成 20 年４月１日～平成 21 年３月 31 日） 
（単位：百万円，％） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 29,400 180 130 110 2 円 95 銭  

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 28,900 △590 △560 △1,300 △34 円 85 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △500 △770 △690 △1,410 ― 

増 減 率            （％） △1.7 ― ― ― ― 

（ご参考） 
前期実績（平成 20 年３月期） 

31,892 652 590 411 10 円 95 銭 

 

(3) 修正の理由 

年度後半の予想を超える経済環境の激変による販売不振と価格下落により、製品・原材料とも在庫

品について減損評価を行うこととなり、また、上記の特別損失を計上することとなったため、業績予

想を修正いたします。 

 

 

３．配当予想の修正 

(1) 配当予想修正の理由 

期末配当につきましては、平成 21 年２月 13 日の予想では未定としておりましたが、前述の通り、

当期損失計上のやむなきにいたりましたため、見送らせていただきます。 

当社は、将来に備えた企業体質の一層の強化と当面の経営環境や業績などを勘案した上で、可能な

限り安定的に株主の皆様に利益配分を行うことを基本としております。 

今後につきましては、早急に業績を回復し、長期的、安定的な配当を維持できることを目指して努

力する所存でございます。 
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(2) 修正の内容 

１株当たり配当金 
 

期末 

前回予想 

（平成 21 年２月 13 日） 
未定 

今回修正予想 0.00 円 

前期実績 

（平成 20 年３月期） 
5.00 円 

 

 

以  上 


